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研究成果の概要（和文）：グローバル的な連鎖を見せしめた近年の金融危機や会計・監査不祥事を背景として、
企業が開示した財務報告の質をサポートする「監査の質」の重要性が再認識された。こうした実務的ニーズに対
応する、学術的・政策的「監査の質」への研究に対する需要の高まりを背景に、本研究では、監査の質に関する
総合研究を敢行し、理論・制度・実態・実証の研究アプローチを駆使しながら、監査の質に関わる概念的構築、
評価フレームワークと実証的測定を多方面から行った。成果は、雑誌論文17編、学会発表27件、図書5件であ
る。特筆すべきは、『グローバル時代における監査の質の探究』（2016年11月）千倉書房，1～420頁。の単著の
刊行である。

研究成果の概要（英文）：This research have pursued the key-word of "Audit Quality" using 
comprehensive research approach such as theoretical, empirical approach. This research project 
achieved fruitful research results, including 17 academic research papers, 27 academic conference 
presentations, and 5 books. Especially, the author wants to emphasis that the author have published 
singly author academic book with 420 pages during the research period.    
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研究成果の学術的意義や社会的意義
度重なる会計不祥事が社会を震撼させている。直近であると、東芝事件は記憶に新しい。本研究は、少しでもこ
うした会計不祥事の軽減に役立つ企業が開示した財務報告の質をサポートする「監査の質」の向上をいかにして
実現するかをも総合的な検討し、社会的な意義が大きい研究である。また、「監査の質」の概念・測定方法・日
本市場における現状分析を行ったことで、学術的意義も大きいものであると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究の学術的背景の背後には、2008年の金融危機や、カネボウ事件・オリンパス事件が代表
するような度重なる会計・監査不祥事により、信頼でき高い質の財務報告と外部監査の重要性
が再認識された社会的・学術的状況がある。このような学術的・政策的「監査の質」への検討
需要の高まりに呼応する形で、各国の規制当局や学界において、当該テーマに対する検討も重
ねてきている。 
２．研究の目的 
本研究では、監査の質に関する総合研究を敢行し、理論・制度・実態・実証の研究アプローチ
を駆使しながら、監査の質に関わる概念的構築、評価フレームワークと実証的測定を多方面か
ら行うことを目的とする。 
３．研究の方法 
総合研究である。具体的には、理論・制度・実態・実証の研究アプローチを駆使しながら、監
査の質に関わる概念的構築、評価フレームワークと実証的測定を多方面から行っている。さら
に具体的には、第 1に、哲学的視点を取り入れながら日米欧の先行研究や規制当局の視点を参
考にし、「監査の質」の概念的構築をし、第 2に、「監査の質」の評価フレームワークを英米学
界や規制当局のものを整理しながら、分析・考察し、第 3に、実際に実証分析に使用可能な「監
査の質」の測定方法の提示をし、第 4に、提示された「監査の質」の測定方法を用いて、日本
の監査市場における監査の質を実証的に分析する。 
４．研究成果 
「５．主な発表論文等」から確認できるように、研究成果は確実で、実り多いのである。研究
方法欄の 4点に沿ってまとめると、下記のようになる（学会発表欄との関係性については省略
させていただく。）。第 1に、哲学的視点を取り入れながら日米欧の先行研究や規制当局の視点
を参考にし、「監査の質」の概念的構築をした研究成果：雑誌論文欄 12 番；図書欄の単著の本。
第 2に、「監査の質」の評価フレームワークを英米学界や規制当局のものを整理しながら、分析・
考察した研究成果：雑誌論文欄 3，7，16 番；図書欄の単著の本。第 3に、実際に実証分析に使
用可能な「監査の質」の測定方法の提示をした研究成果および第 4に、提示された「監査の質」
の測定方法を用いて、日本の監査市場における監査の質を実証的に分析した研究成果はほぼ「５．
主な発表論文等」の研究成果と関連するので、５．をご参照ください。このように、雑誌 12
件；学会発表 22件；図書 5件の研究成果がある。  
５．主な発表論文等 
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8. Hu, Dan “Abnormal Audit Fees and Auditor Size in the Japanese Audit Market.”  Academy 
of Accounting and Financial Studies Journal, Volume 19, Number 3 （December 2015）, pp. 
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9. Gu, Junjian and Hu, Dan “Audit Fees, Earnings Management, and Litigation Risk: 
Evidence from Japanese Firms Cross-Listed on U.S. Markets.”, Academy of Accounting and 
Financial Studies Journal, Volume 19, Number 3 （December 2015）, pp. 125-140. 査読有
り。 
10. Gu, Junjian and Hu, Dan“THE INCENTIVE OF EARNINGS MANAGEMENT IN CHINA FROM PROFIT 
BENCHMARKS PERSPECTIVE.” Academy of Accounting and Financial Studies Journal, Volume 
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〔学会発表〕（計 22件） 
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2016年。 
11. Presenter: Gu, Junjian（研究代表者：仙場胡丹）, “Should investors Focus Their Attention 
on the Japanese Financial Statement?” 2016 International Conference on Business and 
Information (BAI2016), 2016. 
12. Presenter: Gu, Junjian（研究代表者：仙場胡丹）The European Accounting Association 
Annual Congress 2016 “Can overseas improve earnings quality?” May 2016, Maastricht, 
Netherlands.  
13. 発表者：野口晃弘先生ほか（研究部会メンバー：仙場胡丹）, 「負債と資本の中間項目の
開示」日本ディスクロージャー研究学会第 13回研究大会, 2016年。（特別プロジェクト最終報
告） 
14. Presenter: Gu, Junjian（研究代表者：仙場胡丹）, “Should Investors Focus Their Attention 
on the Japanese Financial Statement?” The International Conference on Business, 
Economics and Information Technology (ICBEIT) 2016, 2016. 
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International Conference on Business, Economics and Information Technology (ICBEIT) 
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証業務に関する研究」日本監査研究学会第 38回全国大会 2015年。課題別研究部会中間報告。 
19. 発表者：胡丹, Gu, Junjian, 「報酬、利益操作、訴訟リスクの関連性－米国上場する日本
企業を分析対象として－」日本会計研究学会第 74回大, 2015年。 
20. 発表者：野口晃弘先生ほか（研究部会メンバー：胡丹）, 「負債と資本の中間項目の開示」
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21. Presenter: Hu Dan, Gu, Junjian, “Audit fees, earnings management, and litigation risk: 



evidence from Japanese firms cross-listed on US markets,” The International Conference 
on Business, Economics and Information Technology (ICBEIT) 2015, 2015. 
22. Presenter: Hu Dan, “Abnormal audit fees and auditor size in the Japanese audit 
market,” The International Conference on Business, Economics and Information 
Technology (ICBEIT) 2015, 2015.  
 
 
〔図書〕（計 5件） 
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実証研究の過去・現在・将来」，2019 年，251～274 頁。 
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目的の財務諸表に対する保証業務－』第 8章, 2017 年，141～153 頁。 
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オセアニアの分析』，2015 年，159～173 頁。 
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